New Laboratory Animal Facility of Keio University School of Medicine by Kouji, Shimoda
37
慶鹿義塾大学医学部の共同動物失政施設








































<設備> 鉄骨 ･鉄筋コノクリー ト追｡地下 2 <施設> 共同利用実験室､リサーチパーク
階､地 1 9階､塔屋 1階､述べ床面 (57ユニ ソト),RI実験センター､ハ
械 241OOmJ ィテクリサーチセ ンター､共同動物
実験施設
3Lq





























































































がで きます｡ このバイオバ ブルは米国の
bioBubble,Inc.が開発したもので､わが国で
は慶磨義塾大学医学部に初めて導入されます｡
地下2階にはクリーン動物飼育室が設けられ
ます｡特に､バリア区域としての構造をしてお
りませんが､クリーン動物区域としてウサギ､
ネコ､モルモットや､動物施設から搬出再搬入
を予定しているマウス ･ラットの飼育場所とし
て利用します｡その他､地下 l階のバリア区域
外にアイソレーター室を設け､動物の検疫や汚
染動物のクリーン化を独自に行おうと考えてお
ります｡地上4階に設けられる動物手術室はイ
ヌやブタなど比較的大きな動物の手術のために
使われ､通常の手術室のはかX線シールド)L-
ム､電磁ソー ルドルームおよび回復室が設置さ
れます｡予算の都合でまだ最低限の備品しか備
わっておりませんが､スペースを確保しておく
ことで将来の発展に対応して行けるものと考え
ております｡
東京都心に位置し､スペースおよび予算がと
もに限られるという悪条件のもとで､いかに効
率の良い動物実験施設を整備するかということ
は大きな問題であります｡これを解決するには
今回の慶磨義塾大学医学部の新しい共同動物実
験施設はまだまだ不十分であると言わざるを得
ません｡今回採用したバイオバブルも当初はど
のようなものか想像できず､導入に疑問が出さ
れましたが､実物を見学することによりその有
用性が確認されました｡このシステムは構造的
には単純ですが､新しい発想の機能的な実験動
物飼育システムであり､将来は多くの施設で採
用されるであろうと思われます｡
